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Abstract: The Japan Institute of Light Metals (JILM) is the only academic society for light 
metals such as aluminum, magnesium and titanium in Japan. It was launched in 1951 aiming to 
promote science and technology of light metals and to develop light metals industries. Recently 
JILM has been proactively contributing to maintenance and improvement of the global 
environment by their leadership in the recycling and energy saving technologies from each 
aspect of R&D and human resources development, collaborating with Japan Aluminium 
Association and other societies. The JILM Gender Equality Committee since March, 2018. 
Before this, Women's Meeting since November, 2006, has opened for sharing information of 
gender equality and exchanging information about child rearing and career progressions. The 
Light Metal Outstanding Female Award since November, 2009, it is a first prize in Japan's 
Academic society Awarded, to young female scientists or engineers expected one’s future 
success at the age 45 or less, for one's outstanding achievements in the fields of scientific 
research and technical development of light metals.            ( https://www.jilm.or.jp) 

 
1.一般社団法人 軽金属学会の紹介 

 アルミニウム･マグネシウム･チタンなど軽金

属に関する学術･技術の進歩発展を図り、工業

の発展に尽くすことを目的として1951年に発足

した軽金属に関する日本で唯一の学術団体です

。主な活動は 1)研究会、学術講演会などの開

催2)国内外における研究協力･連携の推進 3)

学会誌、学術図書等の刊行等。 最近では日本

アルミニウム協会等の関連団体と連携し、軽金

属の特徴を活かした各種研究開発などを通じ、

リサイクルや省エネ分野で指導的役割を果たし

地球環境の維持･改善に貢献しています。 

2.男女共同参画委員会設置と女性会員の会 

 2018年3月男女が共に活躍できる学会活動を

通じ軽金属分野における研究や技術に関する活

動を活性化し、産業の進歩･振興を通じ社会貢

献を目的とする男女共同参画委員会を設立し

ました。2019年5月第1回セッション「男女共同

参画の今を語る」を開催しました。 

 上記に先立ち、2006年11月講演大会中、支部

主催の第1回「女性会員の会」を開き、第3回か

ら理事会で承認され、学会の正式組織となりま

した。女性会員相互の親睦と情報交換とで連携

を強化し、女性が能力を十分に発揮できる環境

づくりを目的とした、ゆるやかな会合を重ね、

26回を数えました。成果1：2009年「軽金属女

性未来賞」創設。日本の学協会で初めての若手

女性を讃える「軽金属女性未来賞」は、軽金属

分野で顕著な功績をあげ、将来の活躍が期待さ

れる45歳以下の新進気鋭の女性研究者･技術者

に贈るものです。現在までの受賞12名。成果2

：2011年5月から学会託児室を継続設置、今年

度中に利用料金の無料化を予定しています。 

3.2018 年 3 月男女共同参画学協会連絡会オブ

ザーバー加入 

 運営委員会での有

益な情報を共有し、

無意識のバイアスを

意識して、男女平等

を図ります。2018 夏

学を見学し若手育成

の意義に共感したの

で、2019 夏学ポスタ

ー展示に初参加しました。 

2019 年 5 月 第 26回女性会員の会（於富山） 


